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一
九
〇
五
年
に
孫
文
（
孫
中
山
）
は
、
自
ら
が
結
成
し
た
興
中
会
、
後
に
北
京
大
学
学
長
と

な
る
蔡
元
培
ら
の
光
復
会
、
そ
し
て
黄
興
・
宋
教
仁
ら
の
華
興
会
な
ど
の
革
命
諸
団
体
を
結
集

し
て
、
東
京
で
中
国
同
盟
会
を
結
成
し
た
。
そ
の
際
、
孫
文
は
三
民
主
義
に
基
づ
い
て
、
「
駆

除
韃
虜
（
満
州
人
を
追
放
す
る
）
・
恢
復
中
華
（
漢
人
の
支
配
を
取
り
戻
す
）
・
創
立
民
国
（
共

和
制
の
国
家
を
創
る
）
・
平
均
地
権
（
土
地
改
革
を
目
指
す
）
」
の
四
大
綱
領
を
提
唱
し
た
。 

 

中
国
同
盟
会
は
辛
亥
革
命
で
帝
政
を
終
わ
ら
せ
、
ア
ジ
ア
初
の
共
和
制
国
家
の
中
華
民
国

を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
。
し
か
し
、
臨
時
大
総
統
の
地
位
を
北
洋
軍
閥
の
袁
世
凱

に
譲
ら
ざ
る
を
得
ず
、
彼
ら
の
戦
い
の
相
手
は
清
朝
か
ら
袁
世
凱
へ
と
移
っ
た
。 

 
 

 

中
国
の
革
命
に
つ
い
て
授
業
を
す
る
と
き
、
ひ
と
り
ク
ス
ッ
と
笑
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。
政
治
団
体
の
華
興
会
が
私
た
ち
の
属
し
て
い
る
「
書
こ
う
会
」
と
偶
然
に
も
同
じ
発
音
だ

か
ら
で
あ
る
。
日
本
語
は
他
の
言
語
と
比
べ
て
同
音
異
義
語
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
。
こ
の
会
の
名
称
は
偶
然
、
華
興
会
と
同
じ
な
の
だ
ろ
う
が
、
授
業

を
し
て
い
て
気
に
な
る
語
句
で
あ
る
。 

  

華
興
会
は
湖
南
省
出
身
の
人
が
多
く
、
夷
狄
の
満
州
人
を
倒
し
て
、
漢
人
の
中
華
を
復
活
さ

せ
る
と
い
う
政
治
目
標
を
持
つ
革
命
組
織
で
あ
る
。
湖
南
省
に
は
、
孫
文
が
結
成
し
た
国
民
党

を
、
国
共
内
戦
で
破
っ
た
共
産
党
の
毛
沢
東
の
生
家
が
あ
る
。
ま
た
、
湖
南
省
の
南
に
は
孫
文

の
出
身
地
の
広
東
省
が
あ
る
。
そ
し
て
、
湖
南
省
の
北
に
は
湖
北
省
が
あ
り
、
省
都
は
辛
亥
革

命
が
発
生
し
た
武
昌
な
ど
三
都
市
を
併
せ
た
武
漢
で
あ
る
。
こ
こ
は
コ
ロ
ナ
発
生
源
と
さ
れ

た
都
市
で
、
多
く
の
人
々
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
と
思
う
。 

  

黄
興
は
華
興
会
を
結
成
し
た
翌
年
に
、
湖
南
省
で
武
装
蜂
起
を
計
画
し
た
が
事
前
に
漏
れ
、

日
本
に
亡
命
し
た
。
そ
の
後
も
彼
は
中
国
で
活
動
、
日
本
に
亡
命
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
、

孫
文
と
共
に
革
命
の
双
璧
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
大
活
躍
し
た
黄
興
で
あ
る
が
、
孫
文

と
比
べ
て
知
名
度
に
は
格
段
の
差
が
あ
る
。
台
湾
で
は
孫
文
は
、
あ
ち
こ
ち
に
大
き
な
写
真
、

国
父
記
念
館
に
大
き
な
像
、
地
名
と
し
て
中
山
区
・
中
山
駅
に
名
前
が
残
っ
て
い
る
。
孫
文
は

「
革
命
い
ま
だ
な
ら
ず
」
と
い
う
こ
と
ば
を
残
し
て
亡
く
な
っ
た
が
、
黄
興
も
同
じ
気
持
ち
で

亡
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

書
こ
う
会
も
革
命
が
似
合
う
か
な
？ 


